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この報告は富山県黒部)1I扇状地の農村が3 ここ10年の日本経済の低迷の時期にどのように変容した
か，またその傾向が高度経済成長期とどのように呉なっているのかを明らかにしようとするものであ
る.さらに近年における農村変化の地域差，あるいはそれ以前から継続的にみられる扇状地内の地域
差はどのようなものであり，それらが黒部川扇状地の性格や地域の構造とどのようにかかわっている
のかを考察しようとするものである.
研究対象地域の黒部)1扇状地は富山県の北東部に位置しており，その面積は約 132km2である.第
1図に示したように，宇奈月i可愛本を扇の要とした模式的な扇状地が広がっている.中央部の現扇状
地と東部と南西部の!日扇状地からなる.また扇端部を北陸本線と国道8号線が，左岸地域を富山地方
鉄道が走っている.
この地域を対象とした地理学的研究は極めて多く，黒部)11扇状地の高度経済成長期における変貌に
早くから注目した寵瀬は， 1960年代から始まった国場整備事業の完成によって，農業の機械化と省力
化，米の生産性向上が実現し，さらに兼業が急増したことを指摘している1)富山県・北陸農政局お
よび‘北陸農業試験場は臨場整備事業完成後の入善町浦山新地区の事例により，寵瀬が指摘しずとものと
同様の効果があったことを述ベベさらに兼業化が深化する一方，酪農やチューリップ栽培を導入し
て農業指向を強めようとする傾向がみられること，水稲作の集団栽培が一応の効果をあげつつあるこ
とを示した幻.また， 11本・田林らは同地区において盟主場整備後に急速な景観変貌がおこり，さらに
水稲作の省力化，酪農・チューリップ栽培の後退，そして恒常的通勤兼業の急増による農家の就業構
造の変化がひきおこされたことを明らかにした心.さらに山本らは農家の就業構造に着呂し，考察を
北陸地方や日本全域にまで広げながら，高度経済成長期に著しく変貌した農村を整理・類型化し，そ
の特質を検討したの.また， 1976年3月に設立された黒部)1扇状地地域社会研究所を中心に，水島によ
る舟見地区の兼業化や6)複合経営発展の可能性の検討ペ山)1による中1菊地区の兼業化の進展の分析ベ
小倉による入善町の農業労働力の減少に関する考察ベ大怒らの「農工一体化Jについての分析ω，
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および田林らによる屋敷森や宅地などの景観
の検討など11う農村変化の多面的な分析が進
められた.その結果，これまでの研究から，
高度経済成長期における扇状地農村変貌の特
に目立った傾向は，国場整備事業の実施を契
機におきた急激な景観変化じ農業経営の変
化，そして農村ーから都市への激しい労働力の
流出とそれに伴う農家の兼業化の進展である
ことがわかった.また， 1970年からの米の生
産調整も大きな影響を与えたことがわかっ
た12)
ところで，このように急速に変化してきた
黒部)1扇状地の農村は， 1970年代後半からの
経済の低成長期に入って，これまでとは異な
るいくつかの動きをみせたように思える.そ
の1っとして，高度経済成長期にほぼ極限に
達したためとしづ見方もあるが，兼業化や景
観変化の進行速度がはるかに低下したことを
まずあげることができる.そして日震や出稼
といった不安定兼業が淘汰され，恒常的勤務
のような安定兼業が着実に浸透していく傾向
もみられる 13) さらに，数は少ないが自立農
業経営が出現しつつあったり 1ペ水田利用再
編対策の影響によって土地利用や農業経営が
以前よりわず刀ミながら多様化する傾向もみら
れる 15) そこで，このような状況を検討する
03km 
第1図 研究対象地域と分析単位地区
ために，ここではまず黒部)1 I扇状地全体の傾向を統計に基づいて概観し，さらに筆者らが以前から調
査を続けてきた入善IlJ浦山新地区の最近の変化をみることにする.それによって農村の近年における
具体的な動きを明らかにする.
また，高度経済成長期以降の農村変化は，扇状地全体にわたって同質のものであったわけではなく，
明確な地域差をもって進行した16) したがって，農村調査で得られた具体的知見をより広い範留に拡
大する際，扇状地内の地域差を捉えることができる分析が必要である.なぜ、なら，この地域差は黒部
)1扇状地の性格や構造解明に重要な手がかりをもたらしてくれるように思えるからであるL そこで，
農業集落を単位地毘とした因子分析とグラスター分析を適用することにする.筆者らの予察的作業に
よると，この分析によって扇状地農村の一般的変化傾向と地域差が明らかになると考えられる 17) さ
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らにこの地域差の意味を考えてみることにする.
E 黒部JI扇状地農村における最近の動向
ll-l 入普HJにおける農村の変容
黒部)1薦状地は行政iめには入善IIJのほぼ全域と黒部市，宇奈月IIlJ，朝日IIlJの一部から成る.入善町
以外の 1市 21lJの場合も，平;垣部のほとんどが黒部)1扇状地に含まれる. したがって，この 4市町の
人口や経済活動の大半が扇状地域に集中している. 1980年の国勢調査によると， 4市lHJの総人口は
90，890人，農家数は 8，942戸であった.なお，分析に用し、た扇状地域の農家は 8，038戸を数えた. 4 
市IlJのうち第1次産業人口が最も高いのが入善IfJで、全就業人口の 22.7%を占め，最も低いのが黒部
市の 14.49らであった.黒部市の第2次産業人口比率は 48.0%で， 4市IlJで最も高く，宇奈月町は
第3次産業人口率が 52.9%と多かった.
黒部)11 扇状地農村の近年の変化を，入善町の例でみてみよう.入善町・の農家数はここ 20 年1~~1に約
10%減少したが，全国の農家がこの期間に 23%減少したことと比較すると減少率は低いといえる.
専業農家は1960年代に著しく減少したが， 1970年代に入ってからの変化は少なく，むしろ近年やや増
加の傾向がみられる(第2図).第1種兼業農家数については， 1960年代には大きな変化がなかった
4∞o 3000 
1960 年 k竺蓬三..・翻出繍|日雇f~語努
貌1965姉 f.に三江三ι三:十三三...三;磁機媛綴嬢露翻額1111111111111膨忽
1970 b... 川.山.欝鱗謡I川i日111I川川川川I山|リ山I1川i日1I山I川i日山1川|日山1I移物勿
lkι.三三三勺三ζ江三:三..二じι戸J三.
1臼9印 iト正ド与今ぷ: 三 ι. 
O O戸 1叩O∞Oo 2却O∞Oo 3羽C∞O
第 2~ 入善町における専兼業農家の推移
専専業農家 1兼:第 l種兼業農家， I兼:第2種兼業農家，通:通勤兼業農家，
出:出稼兼業農家， 臼雇:日産兼業農家， 自営:自営兼業農家
農林業センサスより作成
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が， 1970年以降著しく少なくなり，多くが第2種兼業農家になってしまった. 1980年には，全体の
79%が第2種兼業農家となった.しかし，兼業農家の絶対数は 1970年以降，減少傾向にある.兼業
種別にみると， 1960年以来，通勤兼業農家は減少し続け，出稼兼業;農家は1965年を3 自雇兼業は1970
年をピークに増加が減少に転じた.このような兼業の動向は，入善IIJにおける騒場整備事業が1975年
にほぼ完了し，日雇人夫の需要が少なくなっという特殊事情があるものの18〉，一般的には低成長期に
おける雇用機会の減少を反映しているといえよう.
農家数が減少していることもあって，経営規模はやや拡大傾向にある.平均経営規模は1960年には
0.96 haであったものが， 1970年には1.02 ha， 1980年には1.17 haへと拡大した(第1表). 経営
規模別にみると， 1960年代後半からしだいに経営規模の大きい階層の農家数が増加し，小さい階層は
減少していることがわかる.すなわち， 1965年から1975年までは1.5 ha以上の農家が， 1975年から
1980年までは 2ha 以上の農家が増加した.農業の機械化も1970年以降著しく進んだ.第2表からわ
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第l表 入善町における経営規模別農家数の変化
年 霊童平均(里 21~03halo3~105~110~115~120~|25~130~1500.5 I 1. 0 I 1. 5 I 2.0 I 2.5 I 3.0 I 5.0 I ~ 
3，965 jコ
ha 
戸1 42j1 コ
jコ jコ jコ jコ jコ j二1
1960 0.96 1， 190 570 94 6 
1965 3， 910 0.96 4 395 486 1. 219 1，117 585 94 8 2 一
1970 3，847 1. 02 5 360 446 1， 147 1，050 628 171 27 13 
1975 3， 707 1. 12 5 316 408 1，007 913 652 282 87 36 1 
1980 3，541 1. 17 5 276 387 942 870 608 297 92 58 6 
一一前回より増加 農林業センサスより作成
第2表 入善町における農業機械台数の変化
動田植機力会
ノミイン 1コ3脱ン型ノ、 動防除機力 重d1l合 耕市転機鳴農用lzトラrクタlーrJ|l同号要F相 lIZZ害;年 夕、一
イン
1960 一 53 662 662 。 。 400 
1965 315 1， 662 1， 618 4 6.6 418 
1970 6 143 271 2， 781 2，200 2， 151 1， 883 259 9 51. 8 498 
1975 1， 179 81 1，622 3， 134 2，313 2，071 1，555 455 61 99.4 524 
1980 2， 726 41 2，207 3，358 2，341 2，262 993 504 765 100.0 549 
*過去5年間の平均値 農林業センサスと入善IlJ統計資料より作成
かるように，動力田植機，自脱型コンパイン，動力乾燥機が普及し，さらに農用トラクターの増加と
大型化が進んだ.米の 10a当り収量も 1960年前後の 400kg台から， 1970年には 500kgの水準に
達し，それ以降順調に伸びている 19)
このようにみると， 1970年中墳からの経済の低成長期においては，出稼やiヨ雇，自営兼業といった
農外就業の機会が減少し，兼業農家数自体もわず、かながら少なくなったが，通勤兼業農家が増加する
ことによって，安定兼業が農家の就業の中に定着していった.他方，農業の経営規模が拡大し，土地
基盤が整備され，農業の機械化が進み省力化が実現されつつも水稲収量が大きく伸びるといった農業
の合理化がみられた時期でもあった.
ll-2 入善町浦山新地区の事例
それでは具体的に個々の集落では，ここ10年の間にどのような変化がみられたのであろうか.そこ
で筆者の 1人がかつてはi本正三と共同で高度経済成長期の著しい農村変貌を分析した入善町浦山新地
IRのその後の様相をみてみよう 20) 浦山新地区は右岸地域扇頂部に位置する農業集落であり， 1983年
12月の総戸数は 110戸で，人口は 309人であった.農家数は94戸であり，専業農家が 5戸，第 1種兼
業農家が10戸であった.この地区では1964年から1971年にかけて県営陣場整備事業が実施されたがれり
その後 3つの事業が進められた.第 1は農道の舗装工事であり， 1984年 3月末までに 80%の舗装率
になった.第2のものは幹線用水路の再改修で，柄山用水路は1982年に完了し，入善用水路は1984年
3月までに 20%の工事が終了した.もう 1つの事業はi娃畔のコンクリート化であり，これまでに約
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3分の lの工事が進んでいる.土地利用をみると， 1978年から水田利用再編対策が実施され，米の生
産抑制と転作が強力に行われたことによって22)，1983年には 123.7haの水田のうち 18.4haが主に
麦類と飼料作物に転作された. 1960年代には水田裏作として，野菜，タバコ，球根，飼料作物などが
栽培され，土地利用が多様で利用率も高かったが23う現在では単作がほとんどである.家屋景観につ
いて浦山新地区北部の56戸を1983年3月に調査したが， 1975年以降14戸がすf改築され，高度経済成長
期に改築されないで残されたもののすべてが新しくなったことがわかった.屋敷林が存在する農家数
は減少し，さらに屋敷林自体もかなり貧弱になった.
農業活動をみると， 1960年代と同様に水稲作が最も主要な部門であり， 1980年に至っても依然、とし
て農業粗生産額の 80%近くを占めた.この10年間に水稲作の小・中型機械一貫体系が個々の農家に
浸透し省力化が進んだ.入善農業改良普及所での開き取りによると，普通農家の場合 10a当り 50"'"
60時間，中核農家の場合で40""'50時間が所要労働時間となった.個々の農家が機械装備を行った結果，
集落の育苗センターや新屋地区のライスセンターなどの共同施設の利用度は激減してしまった.浦山
新地区では良質米生産を行うために，栽培品種に極端なかたよりがみられ，コシヒカリ 709丸越路早
生 30%の割合で作付されている. 1980年代には一等米比率が 92""'94%，10 ha当り 540kg前後の
収量をあげるようになった24)
かつては水稲作の複合部門として有望視されていたチューリップ栽培であったがm，宿場整備事業
に伴う土地条件の変化や労働力不足，技術水準の高度化に追従できなくなった農家の増大により 9
1966年の13戸の栽培農家が1983年には3戸になってしまった.もう 1つの重要な複合部門で、あった酪
;農は，水田利用再編対策による水田の飼料畑への転換で，飼料を比較的容易に確保できることもあっ
て， 1970年代後半から1980年代にかけてその表退額向にはどめがかかったようにみえたが，経営主の
老齢化や労働力不足，牛乳の生産過剰に伴う生産調整などで， 1966年には17戸あった酪農家が1984年
には 5戸になってしまった.しかし，現在まで存続しているチューリップ栽培農家や酪農家，そして
タバコ栽培農家の中には経営規模を拡大し，自立経営農家に成長したものもみられる 26)• 
他方，農外就業については，盤場整備の完了による土木作業の減少と経済全体の不振によって， 日
雇や出稼などの臨時的不安定兼業が激減し，比較的安定した恒常的勤務の重要性が増した.第3表に
示されるように，男子の農外就業者は，日雇と出稼者の半減によって， 1972年から1983年までに16人
減少し 120人になってしまった.恒常的勤務者は数の上ではほとんど変化がなかったが， 1972年には
30歳代以下の若い年齢層に眠られていたものが， 1983年にはより高齢層にまで広がった.女子の場合
は，農外就業者の数が1972年から1983年にかけて18人増加した.これは主として扇状地内の会社への
就業者が増加したためで、ある 27)• 
以上のことから，圏場整備事業を契機に浦山新地区でみられた景観や土地利用，農業生産そして就
業構造の変化は極めて急激なものであったが， 1970年代半ばからその速度がゆるやかになったことが
わかった.しかし， 1970年代後半から1980年代にも，基本的にはそれ以前と向ーの変化が続き，しか
も着実に進行していったように思える.農業への依存の程度は低下し，就業の都市的性格が強まっ
た.日産や出稼といった臨時的で不安定な農外就業が，安定した恒常的勤務に置き換えられていった
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第 3表 入善町浦山新地区における農外就業状況
a) 1972年 単位:人
就業の種類 門川代ト吋吋歳f(伸明ド藤代|吋吋o歳代|小計 メiコL 壬p，-I
よヨミ』 社 員 22 
l 
47 8 26 73 
公務・団体職員 9 7 I 3 I 3 1 23 6 2 2 10 33 
日 Jm 1 5 5 I 12 I 5 28 7 9 8 2 26 54 
!品 1 6 I 11 I 9 I 4 31 2 2 33 
そ の 6 1 I 1- 7 5 1 6 13 
l39 10 136 I 19 I 19 I 21 I 8 I 3 I 70 I 206 
b) 1983{1三
女 子
就業の種類 歳時o歳代トo歳… 百蔵相3叫吋。吋叫rJ，f メIコL 壬p，-I
ぷ';r:込 社 員 18 7 2 50 14 15 12 7 48 98 
公務・団体i隊員 4 10 I 5 4 1 24 3 7 1 l 12 36 
日 Jm 4 5 2 8 7 1 18 30 
j品 稼 6 1 2 1 4 23 
そ の 他 l 7 4 1 I 15 1 3 2 6 21 
合計 I 23 I 30 I 29 I 26 I 12 1 120 I 17 I 25 I 25 I 19 I 2 I 88 I 208 
入善町ー役場資料と開き取りにより作成
ことにもその一端がうかがえる.他方では，経営規模の拡大や機械化の進行と個別化にみられるよう
に農業の近代化が進み，数は少ないが自立農業経営もみられるようになった. このような浦山新地区
の農業変化は，入善町全体の傾向と基本的にはl司ーのものであるが， {患の集落の場合はどうであろう
か.次に黒部)1扇状地のそれぞれの集落ごとの違いを考察してみよう.
国 黒部)1扇状地農村の変容と地域差
国-1 研究対象地域と分析方法
ここで、vi，黒部)1扇状地全域における農村の変容と地域差を，多変量解析法を用いて検討すること
にする.ここで分析対象とする黒部)1扇状地の範囲として，基本的には箆瀬と水島が画定したものを
採用する 28) これは地形的には中央部の現扇状地と新規開析扇状地である東部の舟見台地と南西部の
前沢台地から成るもので，第1図に示したように，農林業センサスの調査地区として 206の農業集落
に分割されている.この農業集落は黒部)1扇状地の場合，自然発生的な「ムラjを基礎としたもので，
農村地域の社会・経済的単位となっている場合が多いために29うこれを分析単位とする.なお，第 1
図に示した地区と名称は，沼町村に基づくもので，現在でも一般によく用いられている
分析に用いる指標は， 1970年と1980年の農林業センサスの農業集落カードに共通するデータのうち，
多様な農業現象の解明に重要と考えられるものを選択した. )主体的には，第4表に示したように，こ
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れらの指標は農家，農業労働力，兼業，経営規模，土地利用，家畜飼養，稲作詩負および農業機械に
関する変数である.この報告では， 206の単位地i玄とこれらの36変数を3 それぞれ行と列方向に配し
た地理行列を， 1970年と1980年について作成し，次に2つの行列を行方向に合体した要素数 412x36
の行列に基づいて次のような分析を施すことにする.
まず最初に，合体後の地理行列に因子分析を適用する.因子分析によって地域の経年的変化を検討
したこれまでの研究では，多くの場合，各年次の地理行列ごとに因子分析を適用することによって，
年次間の因子構造の差異をまず考察し，さらに各年次の因子得点の分布に基づいて地域の経年的変化
を明らかにした.これに対してここでは，復数年次にまたがる地理行列に対して因子分析を適用す
る30) なぜならば，このような分析の枠組の採用によって，複数の年次にかかわる因子得点の分布が，
共通の因子構造のもとで把握でき，その結果，地域の経年的変化と空間的変化の両者が，同時に解明
されると考えたからである.
続いて， 206の農業集落を類型化するために，因子分析で得られた行数412の因子得点行列に，ク
ラスター分析を適用する.その際，それぞれの因子の盟有値の平方根を，その因子の因子得点に乗ず
ることによって，因子得点に重みづけをする 31)因子分析とクラスター分析を併用した従来の研究で、
は，因子分析で抽出した各国子の変動説明量の!誌に大きな差異がありながらも，得られたi恵子得点行
列にクラスター分析を誼接に実施することが一般的であった. しかしながら，この報告で試みるよう
に因子得点を重みづ、けすれば，各国子の変動説明量の差異が，より明確に農業集落の類型化に反映さ
れると考えられるのである.
最後に，クラスター分析で得られた;農業集落の類型の特徴を解釈するために多重みづけされた因子
得点の平均値を，各類型ごとに算出し，類型I~去の平均値の有意差について，分散分析によって検定を
行う.この報告では，検定により他と有意差が認められた因子得点の平均値に基づいて，それぞれの
類型の特徴の検討を行うことにする.
回一2 農業集落の変容と地域差
因子分析の結果，国有値1.0以上の因子が9個抽出された.これらの因子の累積変動説明量は70.9
%であり， 36の変数が表す;農業現象が9個の因子でほぼ理解できるといえる.そこで，これらの因
子の解釈を容易にするために，パリマックス回転により因子構造の単純化を試みた(第 4表). 
第1因子 第4表に示したように，第1因子に関して正の高い負荷量をもっ変数は，農業就業人
口と第 1種兼業農家率，基幹的農業従事者数，採卵鶏飼養;農家率などであり，逆に負の高い負荷量を
もつものは， 第2種兼業農家率と女子60歳以上の農業就業者率， さらに自脱型コンパイン台数や稲
メIJ.脱穀詩負農家率などである. したがって，第 1因子は農業への依存度あるいは農業への意欲度を
示していると解釈できる.なお，この第1因子の説明量は 25.8ヲらであるために， 36の変数の全変動
のうち約4分の 1が，農業への依存度あるいは農業への意欲度により理解できることになる.
第3図に萎づいて因子得点の分布を検討すると， 1970年では，高得点地域が扇状地の中央部，すな
わち山崎地区から大家庄・柄11.入善・上原・青木・荻生の各地区に至る扇央部の 50mの等高線付
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第4表変数と
国 子
範 見寄 変 数
第 1 因子 第 2 因子
農第第家21種率本兼兼業業農農家家率率料仲
0.258 0.559 
0.757 0.395 
-0.846 -0.326 
農 家 -ー・ E ・・・・ ・ ----_骨骨伊ー ---.-
雇林自活地用兼兼所業業有農農農家家家率率率料判*本
0.254 
農基家業幹人就的業農口キ人業キ従口件事者数料 O. 799 
0.740 
農業労働力
ー曲 ・ー ・司 ・・・4匹砂場----・ 静 E ・・ 『匹噛司_--ーー・‘ ーー .
女男子子4609歳~5以9上歳上歳のの農農業業就就業業者者率率仲林キ*キ井* ヰキ
0.433 0.337 
-0.284 
-0.648 
男男男子子子恒日自常産営的兼勤臨業務時者者雇率率者材紳料率米材*料 0.395 
-0.254 
兼 業 園、“ー ・ー・・_---- 噌 ・・司酔輔晶、-----・・ー -ーー 砂 由圃ーー噛ーー峰、ー ー-ー・・---------- ・ー値‘ ーー ー ・ -- ・・ー ーー‘' ‘ー
女女子子恒自日雇常営的兼勤臨業者務時者雇率者*率キ定率ホ求キ料仲林
-0.474 
-0.360 
経経質営耕耕地地面面積積キ求01 05ha 未以満上のの農農家家率率判梓
0.910 
経営規模 -0.788 
0.861 
土地収類菜類穫利ー面雑収用穀穫積率料材料率キ**ネネ土地利用 稲麦野 面e積い率も類料料豆率類収穫面積率材料ネ -0.325 
家畜飼養 豚乳採肉飼用卵牛養鶏飼農飼養養家農農率家キ家キ率率ネ仲制本 0.292 
0.515 
稲作請負 耕稲田起植刈請請脱負負農農穀家家議率率員長仲料家率材 -0.323 
-0.503 
動動力力耕防転除機機・数農料用トラクター台数料 0.643 
農業機械 0.659 
自脱型コンパに1イン台数料 -0.520 0.594 
因子の解釈 農業依存度 農度業の合理化
国 有説 値 9.29 4.98 
変累積動変動説明明量量 (持件) 25.8 13.8 25.8 39. 6 
一注:分母 *総戸数，料総農家数*料総農業就業者数，料料総兼業従事者数，料料*総収穫面積，
近を中心に広がっている.この扇央部には伝統的に農業に意欲的な農家が多く，たとえば山崎地区の
肉用牛飼育と水稲作，大家庄地区のチューリップ栽培や酪農，水稲作，桐山地区の酪農やイチゴ栽培，
上原・青木の両地区のチューリップ栽培32う大布施地区の野菜栽培，および荻生地区の酪農と野菜栽
培33)などのように，場所によって特徴的な経営がみられた.これに対して扇端部と扇頂部では得点が
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因子構造
負 荷 」三L五色
第 3因子|第 4因子 i第 5因子 i第 6因子 i第 7因子 i第 8因子
0.277 
0.760 
-0.917 
-0.862 
-0.626 
0.263 
-0.660 
0.560 
-0.597 
0.736 
0.343 
-0.833 
0.378 
0.597 
兼業の内容 |雇用兼業の内容! 土地利用
(自営/雇用)I (日産/通勤) I (稲/野菜)
2.35 
6.5 
46.2 
2.22 
6.2 
52.3 
1.62 
4.5 
56.8 
-0.674 
-0.413 I 0.346 
-0.322 
0.472 
-0.402 
0.264 
0.573 
0.407 
0.642 
-0.402 
稲作請負 林業農家
1. 51 1.33 
4.2 3.7 
61.0 64.7 
料****総経営耕地面積 因子負荷量は，絶対値が 0.25以上のものを表示
-0.283 
0.706 
-0.408 
| 働女子力農業労
1.20 
3.3 
68.0 
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第 9因子
0.489 
0.635 
牛飼養
1.03 
2.8 
70.9 
低く，扇央部と対照的であった.ところが1980年になると，ほぼすべての農業集落の得点が低下し，
農業依存度は扇状地全域において極めて低くなってしまった.特にこの変化は扇央部において顕著で
あり，そのために黒部)1扇状地における農業集落の農業依存度は均一化してしまった.なお，自立経
営をめざす農家が比較的多い扇状地北東部の農業集落では得点がやや高いが，それもわずかに点在す
190 
o 3km -
1980年
第3図第l国子の得点分布
るにすぎない.
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03km 
1980~手
盤 0.5-1.5
回一1.5--0.5 
随一0.5-0.5
日間なし
第4図 第 2t翠子の得点分布
第2因子 説明量 13.8%をもっ第2IZSl子について互の高い負荷量を示す変数は，経営耕地面積，
経営耕地面積 1.0ha以上の農家率の 2っと，農業機械に関する全変数であり，逆に経営耕地面積
0.5ha未Yi{i¥Jの;農家率は，負の高い負荷量を示す変数となっている.すなわち，この因子は経営規模と
農業機械によって特徴づけられるために，農業の合理化を示すものといえる.第 1因子の得点分布の
経年変化とは逆に，第2因子の場合， 1970年から1980年にかけて高得点の集落が増加し，農業の合理
化が進んだことが理解できる(第4図).1970年の高得点地域は右岸地域の中央部から北東部に広が
っており，治・入善・生地・舟見などの市街地じ山麓線ぞいの集落における得点は極めて低かった.
ところが1980年になると， 1970年に得点が低かった市街地とその周辺および山麓線ぞいの集落を除い
て，ほぼ全域の得点が高くなった. 1980年の高得点地域は右岸地域の扇央部を中心に広がっており，
これは1970年の第1因子の高得点地域の分布パターンと極めてよく対応している.このことから，扇
央部ではこの10年間に農業の合理化が進んだ結果，農業依存度が著しく低下したと考えられる.より
具体的に述べるならば，農業従事者が減少し，兼業化が進み，農家の就業や家計の中で農業の占める
地位が低下したといえよう.このことは，すで、に述べた浦山新地区や入善mJ全体で、みられたここ10年
間の最も顕著な現象であるが，それには明確な地域差があったことが，第1因子と第2因子の検討で
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〕哩解できる.
第3因子 第3IZSl子のプラス事bは雇用兼業に，マイナス ll~hは!ヨ営兼業により構成されている.し
たがって，この因子は自営兼業と雇用兼業を分けるものと解釈できる. 1970年の得点分布を検討する
と，生地・三日市・入善・泊・舟見などの市街地では得点が低く，そこでは自営兼業が多いことがわ
かる(第5IZl).高得点地域は逆に雇用兼業が卓越する場所を示すが，それは扇央部から扇頂部にかけ
てと， 11麓線ぞいに分散して分布している.扇央部から扇頂部にかけては， 1970年頃は園場整備や河
川改修，用水路改良が進められており，土木日雇の機会が多く，そのために高得点を示したと考えら
れる.これらの事業がほぼ完了した1980年には，得点が低下した地域が多く見受けられる.逆に1970
年から自営兼業が多かった市街地で、vむ得点の変化が少なかった.
第4[29子 第 41君子では，男子もしくは女子の恒常的勤務者率もしくは日雇・臨時雇者率が，高
い絶対値の負荷量を示している.これらの変数のうち iヨ雇・臨時雇者率は正の負荷量をもっているの
に対して，恒常的勤務者率は負の負荷量を示している. したがって，第4因子は雇用兼業にかかわる
ものであり，恒常的勤務と日雇兼業の違いを示している. 1970年の得点分布をみると，まず，右岸地
域と左岸地域の差異が明瞭であることにきづく(第 6図).すなわち，右岸地域では，特に扇頂部から
03km 
1980年
盤1.5以上 堕露。5-1.5
m十一口5 巴-1.5時
田一0.5-0.5
日制し
第5図 第 3t翠子の得点分布
o 3km 
I 980lf 
機 !.5J:.t上
~-1.5--0.5 
第6函 第41君子の得点分布
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扇端部へ高得点地域が帯状に伸び，そこでは日雇兼業が卓越していることが理解できるのに対して，
左岸地域では，得点が低く通勤兼業が多いことがわかる.左岸地域では，特に三F-l市の市街地から山
麓線ぞいに得点が低く， 日雇兼業の卓越する右岸地j或の山麓線ぞいと明瞭な差が認められる.
ところで，このような右岸地域と左岸地域の差が生じた理由にはさまざまなものが考えられるが，
その lつとして，右岸地域では1970年頃が関場整備事業の最盛期であり， 自雇人夫の雇用機会に恵ま
れていたことがあげられる.これに対して左岸地j域では，扇端部は第2次大戦前に耕地整理が終了し，
扇央部と扇頂部は歯場整備事業の着工前であった.なお，右岸地域にも低得点地域が点在していたが，
これらは国場整備事業がすでに終了していた飯野地区や着工前であった上原・入善・野中-山1奇の各
地区であった.さらに，右岸地域と左岸地域の差はp 黒部市の積極的工業誘致政策もあって吉田工業
(YKK)を初めとして1950年代後半から多数の工場が進出し，多くの雇用機会があったこととも関連
があるω. また，富山市と宇奈月町を結ぶ富山地方鉄道が左岸地:hJitを走っており，これを利用した魚
津市や富山市への通勤が容易であり，恒常的通勤兼業が早くから浸透していたこともあげられる.
1980年になると，園場整備事業の終了により右岸地域の高得点地域の多くが消えてしまったと同特に，
工場の進出によって右岸地域でも低得点地域が拡大した.一方，左岸地域では工場が多く立地する扇
端部を中心に，得点がますます低下していった.
第5因子 第5因子では，土地利用の範鴎に含 1970平
めた 4変数が，高い絶対値の負荷量をもっている.
したがって，この因子は土地利用を示していると判
断できる.上記の 4変数の中で、稲収穫面積率のみが
負の負荷量を示していることから，第5因子にかか
わる正の得点は，野菜類や麦類などの栽培が多く，
さらに相対的に土地利用率が高い地域を示し，逆に
負の得点は水稲単作地域を示すといえる.この因子
について得点が特に高い地域は， 1970年の左岸地域
では扇端部の大布施と村椿の両地区である(第7図). 
一方，右岸地域では黒部)1ぞいの小摺戸地区から青
木地区南部までが高得点を示し，土地利用率が高い
ことがわかる.1980年になると，扇状地全体におい
て得点が高くなり，特に市街地やその周囲の大布施・
村椿・桐山・横山・舟見の各地区は，著しく高い得
点を示している.このような扇状地全域での得点の
上昇は， 1978年度から始まった水田利用再編対策に
よる転作の義務づけが，大きな原因であると考えら
れる 35) 1980年には入善町で、 508ha，黒部市で350
haの水田が， 麦類や豆類， 野菜類あるいは飼料な
P 千krn
1980年
襲警1.5以上 盛田-1.5
~-1.5--0.5 -1.5糊 回 一5日開なし
第7図 第5因子の得点分布
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。 3km
L' 
1980年
盛田-15 m臨ー 山5
~-1.5--0.5 巴-1.5;諸 白山し
第8函第6因子の得点分布
?司km
1980年
盤1.5以上 翻 …
圏一1.5--0.5 四一…巴町」むし
第 9図第7因子の得点分布
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どの栽培のために転作され，この転作面積は全水田の 12~14% を占めた・さらに，水田利用再編対
策を契機として，借地によって野菜，球根，飼料などの栽培を拡大し，自立経営を指向する農家も現
われた・例えば大布施地区では普通野菜栽培が，村椿地区で、はタバコや普通野菜栽培が，横山地区で
は球根やイチゴ栽培が，さらに梢山地区では酪農のための飼料栽培が拡大した36) ただし，新屋地区
東部から野中や大家庄にかけては，得点が依然として低く水稲単作の傾向が強い・
第6因子 この因子は耕起や田植，収穫などの稲作請負に関する変数との正の相関が強い・ 1970
年には，右岸地域扇頂部の新屋地区の得点が高いほか，大家在地区や野中地区で、得点の高い集落が点
在していた(第8図)・新屋地区では闇場整備事業の完了直後に構造改善事業によって導入された機械
を共同利用していたが，そのオベレーターが共同利用組織の解消後に稲作作業の請負を行うようにな
っていった・なお，低得点地域は市街地の周辺もしくは山麓線ぞいの地区にみられた・ 1980年になる
と，扇状地全体で得点が高くなったが，高得点地域は特に下立・浦山・五笛庄の各地区にみられ，さ
らに飯野・小摺戸・新屋・柄山の各地i玄で、も，南北方向に細長い形で広がる・これらは大まかにいっ
て，河川ぞいや!日河道の浅耕土地帯に対応し， I日来から稲作依存の特に強かった場所で、ある・このよ
うに圏場整備事業の終了が稲作請負を促進したと考えられるが，それは特に以前から稲作依存が強く，
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経営規模も大きかった地域において著しかったといえる.なお，入善・舟見・浦山の各地区のように，
市街地に近く経営規模の小さな場所でも得点が高くなったが，逆に村捧・生地・前沢の各地区のよう
に，山間地域もしくは低湿地域での稲作請負は少なくなっている.
第7因子 この因子においては，特に高い負荷量をもっ変数はないが，負荷量の大きいものから
列挙すると，負の山林保有農家率，正の土地利用率，負の麦類・雑穀・し、も類・豆類収穫面積率，そ
して正の農家人口である. したがって，山林を保有し自給的畑作物を比較的多く栽培する集落が低得
点を示し，農家人口が多く土地利用率が相対的に高い集落が高得点を示す.前年次とも得点の低い山
麓線ぞいの集落とその他の集落が明確に分かれる(第9図). 1970年の高得点地域は，右岸地域扇頂
部から青木地区に帯状に伸び，さらvこ飯野地区や左岸地域の村椿・生地の各地区に広がっていた.
1980年になると，飯野・村椿の両地区では得点が低下し，逆にifl引1.上原の各地区で、は増大したが，
それでも高得点地域は扇頂部から扇端部に向かつて細長く伸びている.
第8国子 第8因子は年齢別の農業労働力に関する変数について高い負荷量を示G-，特に女子労
働力にかかわるものとして解釈できる.したがって，この因子の得点は40，50歳代の女子労働力が多
い集落で高くなり，逆に60歳以上の女子労働力が多い集落で低くなる. 1970年に高得点を示す集落が
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第12図黒部)1扇状地の農村類型
入国でも農業の地{立が低下したが，農業自体は経営規模の拡大や機械化の進展にみられるように合理
化した.また， 日雇兼業は後退し，恒常的勤務が増大した.そして稲作の請負が普及し，山麓線ぞい
の集落と平垣部の集落の差が大きくなった.水田利用再編対策の実施で、水田単作としづ傾向はやや後
退したが，土地利用率は高まらなかった.さらに，これらの変化の程度は場所によりさまざまであり，
いくつかの特徴的な因子得点の分布パターンがみられた.
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第5表農村類型別i君子
(1類次) (2次)
地 区 合数計 第1因子 第2因子 第3因子1970年 1980年
A 42 45 87 -1. 137ネ -3.082* -0.167 
A1 18 10 28 -1.287* -4.511ネ -1.596* 
A2 。 28 28 -2.452* -1. 672キ 0.236 
A3 24 7 31 o. 186* -3.065ホ 0.761 
B 14 153 167 -2.345* 1. 412* -0.012 
B1 。 17 17 -1.725 0.270不 -0.492 
B2 11 50 61 -3.687* 1.481 0.440* 
B3 3 86 89 -1. 545 1. 584 -0.230 
C 104 5 109 2.220* -0.272ネ 0.340 
C1 52 。 52 1.211 * -0.460 -0.554 
C2 48 5 53 2.887火 -0.026 1.243 
C3 4 。 4 6.486* -1. 085 -0.016 
D 46 3 49 5.075本 1. 263* -0.420 
* ~也の類型と有意差のある平均値(危険率 570)
国一3 農業集落の諸類型
重みづけした因子得点行列にワード法クラスター分析を適用した結果，農業集落のグノレープ化にか
かわる情報損失量の連続性から， 402段階と 408段階の 2つに着目して，農業集落を類型化すること
が妥当と判断した.そこで，黒部JI扇状地の 2年次にわたる 412の農業集落を， 408段階における 4
つの 1次類型じそれを細分したものとなる 402段階の10の2次類型に分けることにした.第5表は
それぞれの類型について，重みづけした因子得点の平均値を示したものであるが，分散分析により他
の類型と有意な差が認められたものには*をつけた.なお， ζの分散分析は， 1次類型については 4
つの類型間について行い，また2次類型については各l次類型内に含まれるものに関して実施した.
また，ここでは因子得点の平均値と分布パターンから，都市的性格から農村的性格のものへのJI聞に，
I次類型を A，B， C， Dと命名し，それを細分したものである 2次類型は， Ar， Az， A3のように
呼ぶことにした.第12図はこれらの類型の分布を示したものである.
A類型 第5表に示したように， A類型の地区にかかわる因子得点の平均値は，第 1・2・6因
子について他の 1次類型と有意な差をもっている.したがって， A類型は 4つの類型のうちで農業の
合理化が最も遅れていること，農業への依存の程度が低いこと，および稲作請負が最も多いことによ
って特徴づけられる・この 1次類型はさらに3つの 2次類型に分けることができるが，それらの中で
A1類型では農業近代化が最も遅れており，自営兼業が重要である・そして，農業依存の程度が低く，
稲作は請負耕作に依存している・このような A1類型は，1970年には生地・芦崎・入善・横山・赤JI
-桜町・舟見などの市街地や家屋が密集する18の農業集落でみられたがs そのほぼ半数が1980年には
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得点平均値
第4因子 第5因子 第6因子 第71君子 第8因子 第9因子
-0.104 -0.061 0.345キ -0.573 -0.053 -0.318 
0.108 -0.444 0.606水 0.571 * 一0.381 -0.125 
-0.116 0.435* 1. 730ホ -1.257 -0.026 -0.526ネ
-0.284 -0.164 -0.817* -0.987 0.218 -0.224 
-0.363 0.163 0.023 0.089 -0.100 -0.035 
-2.356* 1.016キ -1. 419* 0.196ネ -0.333 -0.345* 
0.194* 一0.035ネ -0.341 * 0.512* -0.045 0.094* 
-0.364* o. 135ネ 0.547氷 -0.222ネ -0.093 -0.064本
0.477 0.034 -0.274 0.386 0.382* 0.439キ
0.727 -0.652* -0.791 o. 736* 0.447 0.267 
0.332 0.270* 0.233 0.316 0.323 0.646 
-0.860 5.823* -0.266 1. 443* -0.056 -0.085 
0.362 -0.552* -0.081 -0.144 -0.416 -0.292 
A2 類型や A3類型に変化した.これに対して入善の市街地に接する 2つの農業集落は， 1980年にな
ると新たに A1類型となった.A2類型はA類型の中で農業依存の程度が最も低いが， 比較的経営規
模は大きし機械化が進んでいる.また，水稲以外の野菜や麦類の作付が多く，稲作請負が盛んであ
る.この類型は，1970年には全く見られなかったが， 1980年になると市街地に隣接した場所と，扇頂
部の山麓線ぞいにみうけられるようになった. A3類型は A類型の中で最も農業への依存の程度が高
いが， A1類型に次し、で農業の合理化がおくれており，稲作請負も少ない.またIlJ林保有農家が多く，
この点では A2類型と類似している.1970年には24の農業集落がこの類型に含まれ，それらは主に山
麓線ぞいに分布していたが， 1980年には多くが A2 類型に変化した.そこで，A3類型の;農業集落に
おいて，農業の合理化が進み，請負耕作が増加し，その結果，農業依存の程度が低下して出現したの
が Az類型といえよう.
B類型 B類型は第 1・2IZSl子によって強く特徴づけられ， 4つの I次類型の中で農業への依存
の程度が最も低く，農業の合理化が最も進んでいるものである.この類型もさらに 3つの 2次類型か
ら成り立っており， B1類型は水稲単作という性格が弱く， 相対的に農業合理化がおくれ恒常的通勤
兼業が普及している.B1 類型は 1970年には全くみられなかったが， 1980年には左岸地域の扇端部を
中心に 17の農業集落がこの類型に含まれるようになった. B2類型は農業依存度は極めて低いが，農
業の合理化は進んでおり，雇用兼業のうちでも特に日雇兼業が多いことによって特徴づけられる.
1970年には溺端部を中Jむに11の農業集落がこの類型に属するにすぎなかったが， 1980年には右岸地域
の扇頂部から扇状地の中央稜線ぞいに扇端部までイ1~3 びる地域と，左岸地域の黒部)1ぞいにこの類型が
拡大した.これらの地域では，古くから黒部JIの護岸工事や用水の取水作業に関する雇用機会が多く，
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土木技術の伝統があり現在でも土建業者が多い.鳥類型の農業依存度は B2類型ほどではないにして
もやはりかなり低く，農業の合理化は B2類型と同じくらい進んでいる.Bs類型と異なる点は， 日
麗兼業よりは通勤兼業が多く，稲作請負が多くみられることである. 1970年にはわす》吋こ3集落がこ
の類型であったにすぎないが， 1980年には扇状地の全集落の 42%に当る86集落がこの類型に含まれ
るようになった. B3類型は前沢・荻生・下立・飯野・小摺戸・野中・大家庄などの各地i玄にまとま
って分布している.
C類型 これは農業依存度がかなり高いが，農業の合理化が遅れており，さらに40・50歳代の女
子労働力に依存の程度が高く，牛飼養が多い類型である.この類型の場合にも 3つの 2次類型があり，
C1から C2，C3 となるに従って農業依存度が高くなり，水稲単作の傾向が弱まる.C3類型は野菜類
や麦類・豆類などの作付率が特に高く，土地利用率も高い最も農村的性格が強いものである.C類型
の分布をみると， 1970年にほぼ限られ， 1980年には C1類型が 5集落あったにすぎなかった.1970年
には， C1類型は主に扇端部に分布しており，C2類型は扇央部を中心に広がっていた.農外就業機会
が多い扇端部で，相対的に農業依存の程度の低い C1 類型がみられた.左岸地域の扇端部の 3集落と
右岸地域の 1集落のみは，C3類型に分類された.
D類型 この類型は全体として極めて農業に強く依存し，農業合理化が進んでいる.また，水稲
単作としづ特徴をもっている他に，自営
兼業が比較的多く，雇用兼業としては日
雇がわずかにみられるにすぎない.全体
の類型のうちで最も農村的な性格が強
く，1970年には右岸地域の大家庄.1fIJ 1I 
-上原の各地区，そして左岸地域の荻生
.若菜の 2地区といった古くからの黒部
) 1扇状地の農業の先進地を中心に広がっ
ていた. しかし， 1980年になるとこの類
型は，各岸地域東部の 3集落を除いて消
j威してしまった.
農業経営の諸類型の検討によって，
1970年から1980年までに黒部JI扇状地の
農村が大きく変化したことが理解できた
が，その変化の様相を整理したものが
第13図である. これによると， 1970年
の A1 類型の集落の半数は 1980年も A1
類型に留まり，残りは A2類型になって
しまった.A1類型の集落では脱農が比
較的多くみられたため，全体としてはや
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第13図 黒部川扇状地における農村類型の変化
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や農業依存の程度が上がり，合理化も進んだと考えられる.さらに，自営兼業から通勤兼業への傾斜
が強まるといった現象もあった.A3類型は農業依存度が下がれ 農業の合理化がやや進んだ A2 類
型に多くが変わった.C1類型は主に B3類型に， C2類型は B2類型と B3類型になった.そしてD
類型の大部分も B3類型に変化した.以上のことから，農業依存の程度が高かった地域が，農業の機
械化や規模拡大，そして恒常的通勤兼業への依存を強めながら変化していったことがわかる.
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第14図 黒部JI扇状地における農村の地域差
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数枚から数枚の田が連なる銑錘形あるいは長方形をした「つらjと呼ばれた団地や38〉，流下方向に細
長く伸びる小字と大字，さらに1889年(明治22)に成立した南北に長く伸びる!日町村界など39〉，多く
の類似の形態をみつけることができる・小学校の通学区，農業協同組合支所や土地改良区そして公民
館の管轄区域，さらに近年のさまざまな補助事業によって設置された諸施設の利用単位地区なども!日
町村や大字の範囲が基本となっているだけに，似たような形態的特徴をもっている.このように，右
岸地域を中心に南北に長く伸びる形態とその援合パターンは，自然的・歴史的意義をもち，現在にお
いても経済的・政治的に重要な形態を果しているものである.
次に顕著な分布形態としては， A2・A3類型の分布と第21君子と第 7因子の得点分布にみられる東
部と南部の山麓線ぞいに伸びるパターンである.平垣部の農村が大部分を占める黒部J1扇状地におい
て，やや山村的性格がみられる地域であり，それは林地所有農家率が高いことや，麦類・雑穀・し、も
類・豆類など伝統的畑作物が相対的に多いこと，経営規模が小さく機械化が進んでいないことにも示
されている.第15図は水島による詳細な集落形態の分布を，素描し一般化したものを示したものであ
射性脳 阻杭性地域 狐立性地域
第15図 黒部)1扇状地の集落形態
水島一雄 (1979) より作成
るが40〉，山麓線ぞいには集村が分布しており，散村が卓越する扇央部と比較して古くから人々が居住
していた場所とされる.山麓線ぞいに集村が卓越するのは，愛本橋が1626年(寛永3)に最初にかけ
られてから，夏季の黒部)1の:J:首水を避けて三日市から滞UJ，舟見を経て泊に至る上街道が利用される
ようになり，街道ぞいの宿駅が整備されたことが 1つの要因と考えられる 41)
0-1麓線ぞいのパターンに対して 3 扇端部に広がる分布パターンも明確である(第14-e函). これは
C1類型の分布や第 1I翠子と第5因子の得点分布にみられるもので，扇央部や山麓線ぞいに広がるパ
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ターンの残りの部分のようにもみえる.すで、に述べたように，黒部)，1扇状地では扇端部の開発も古か
ったとされ，入善の市{有地の北の海岸近くに平安時代初期の荘園管理所跡とされる「じようべのま遺
跡」などが発掘されている 42) 集落形態をみても散村-はほとんどなく，市街地もしくは集村が卓越す
る.これまでみた扇端部と扇央部山麓線ぞいといった黒部)，1扇状地の 3つの農村の地域差を示すパタ
ーンが，集落の形態分布とおおむね対応することは興味深い事実である.集村が卓越することも関連
しているが，扇端部は屋敷林が伝統的に少いところであった.地下水位が高く，自i噴井も多いところ
で，湧泉の付近には沢杉がi理場整備以前には繁茂していた.海岸ぞいには漁業集落が立地し，就業の
面でも扇状地の他の地域と異なっていた.さらに，市街地周辺や国道8号線ぞいには多くの工場が立
地しており，農外就業の機会には恵まれている.
黒部)1扇状地で、は右岸地域の縞絶性がしばしば指摘されてきた.これはかつて黒部)，1が東西の交流
を阻止していたことに起因するもので，この伝統は入善IIlJの商i習がIlJ域内で完結していることにも生
きているとしう 43) これを反映してか，右岸地域と左岸地域が明確に分れる分布形態、がしばしばみら
れる(第14-f図).すでに指摘したように，左岸地域の農外就業機会や交通条件の優位性が大きくか
かわっていたと考えられるが，この傾向はしだし、に薄れていくようである.これと関連して，左岸地
域扇端部が特に目立つ分布ノミターンがしばしばみられる(第14-g園). B1 類型の分布や第4因子と第
6因子の得点分布に示されていたものである.左岸地域扇端部は黒部市の工場立地の中核地帯であわ
市街地への近接性も高い.また，黒部)1扇状地では希な低湿地帯であり，すでに1934年7月の大洪水
の復旧事業として耕地整理が実施されていたため，近年の掴場整備は行なわれなかった.この地域で
通勤兼業が多いことや請負耕作が少いことは，これらの条件と関係が深い44)
生地や入善， 13，舟見の市街地を含む集落が明確に現われる分布パターンも多い.ただし，三日市
は市街地を含む地区の農家の数が少く農業集落として認定されなくなったため，この分折ではその動
向を明らかにすることができなかった.都市は農外就業の供給地や農産物の市場で、あり，さらに農家
を指導したり，様々な情報や農業資材を供給する機能をもっており影響力が強い.市街地に近接する
農家は一般に経営規模が小さし農外就業に強く依存しており，農業労働力に不足することから稲作
作業の外部委託を行うなどの特徴をもっている.
黒部)1扇状地における明瞭な分布パターンは，多くの指標に基づいて分析した結果得られたもので
あり，部分的に説明したように，これまでの研究で明らかにされてきた白然条件や歴史的経緯，経済
的条件と密接に関連している.それゆえ，これらは黒部)1扇状地農村の本質的地域差の重要な部分を
示しているものと考えられる.千葉が指摘するように45う 「複数の地域の問に存在する相互関係jを
地域構造とするならば，これまで示してきたそれぞれのパターンが，黒部川扇状地の部分地域であり，
それらが集まって全体の構造をつくっていると考えられる.今後はそれぞれの部分地域を結びつける
諸国子や諸要素の関連について，さらに系統的・組織的解明に努めなくてはならない.
V むすび
この報告では，ここ10年の経済の低成長期に黒部)1扇状地の農村がどのように変容したかを，まず
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入善町について概観し， さらに入善町浦山新地区の事例であきらかにした.入善町鼻ではこのI!寺j切に出
稼や自雇，自営兼業といった農外就業の機会が減少したが，通勤兼業が増加することによって安定兼
業が農家の就業の中に定着していった.他方，農業の経営規模が拡大し，土地基盤が整備され，農業
の機械化が進み省力化が実現されつつも，水稲収量が大きく伸びるといった農業の合理化がみられ
7こ.
浦山新地区でも入善町全体と大きく矛盾しない変化がみられたが，より詳細な地域調査によって次
のことが明らかになった.すなわち， 1970年代前半以前にみられた景観や土地利用，農業生産そして
就業構造の変化は極めて急激なものであったが， 1970年代中頃から変化の速度がゆるやかになった.
しかし，以前と向質の変化が続き，水稲作の省力化とチューリッフ。栽培や酪農の後退，そして通勤兼
業の増大によって農業への依存の程度は低下した.他方では，経営規模の拡大や個別農家ごとの機械
化の進行により農業の合理化が進んだ.数は少ないが中には自立農業経営をめざす農家も出現した.
以上のような農村変容の様相を黒部)1扇状地全体で検討し，その地域差を明らかにするために，農
業集落を分析単位として多変量解析を試みた.そのi祭，農村変化の時間的・空間的パターンを明確に
するため， 1970年と1980年の地理行列を合せて分析を行うことにした.因子分析の結果9つの因子を
抽出し，それぞれ次のように解釈した.すなわち，第1因子農業依存度，第21君子:経営規模の拡
大と機械化の進展によって示される農業合理化の程度，第3因子:雇用兼業と自営兼業を区別する兼
業の内容，第4因子:自雇兼業と通勤兼業とを区別する雇用兼業の内容，第5因子:土地利用状況，
第6因子:稲作請負の普及程度，第 7因子:林地所有農家と土地利用，第8因子:女子労働力の質，
第9因子:牛飼養である.それぞれの因子の得点分布から， 1970年から1980年までの黒部)1扇状地で
は，農業の依存度は大きく後退したが9 農業の合理化が進んだことがわかった.さらに自営兼業が少
くなり， 日雇兼業や出稼兼業から通勤兼業への大幅な転換がおこった.水田利用再編対策の影響下で，
土地利用は相対的に多様になり，稲作作業の請負は増加した.平地農村と山麓線ぞいの農村の差が大
きくなり，牛飼養が後退した.ただし，これらの変化は扇状地全体で一様に生じたものでなく，そこ
には明確な地域差がみられた.
この地域差を整理するため， 9つの因子の得点に重みづけを行しv クラスター分析により農業集落
の類型化を行った. 1970年と1980年の 2年次にわたる農業集落を， 4つの 1次類型と 1次類型を細分
した10の2次類型に分けた.そして都市的性格の強いものから般に， 1次類型の場合はA類型， B類
型， C類型， D類型とし，さらに2次類型として A1類型，A2類型，As類型としづ具合にした.A
類型は農業依存度が低く，農業の合理化が遅れ，稲作請負が多いことによって特徴づけられ， 1970年
と1980年の両年次とも市街地の周辺と山麓線ぞいに分布していた.ただし1980年になると農業の合理
化が進んだん類型に変わったところが多い. B類型は農業依存の程度は低いが，農業の合理化が進
んでいるとしづ特徴をもち，近年の典型的な通勤兼業農村を示す類型である. 1970年にはほとんどみ
られなかったが， 1980年には急増した.それは， 1970年に広くみられた農業依存は高いが農業の合理
化が遅れているC類型や，農業依存度が高く農業の合理化も比較的進んだD類型が， B類型に変化し
たためである.これらのB・C.D類型は扇央部に主に分布していた.
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さらに，それぞれの因子得点や農村の諸類型の分布から，し、くつかの独特な空間的ノミターンをみい
出すことができた.それは， (1)右岸地域の北東部に掌を広げたような形， (2)扇央部一帯に広がるパタ
ンー， (3)右岸地域を中心に扇頂部から扇端部にかけて長く伸びるパタ一人 (4)扇状地の東部と南部の
山麓ぞいに広がるもの， (5)扇端部を取り囲むもの， (6)右岸地域と左岸地域を分ける分布パタ一人 (7)
特に左岸地域扇端部に卓越するもの，そして(8)市街地にみられる分布パターンであった.これらは自
然条件や歴史的経緯，社会的・経済的条伺二と密接に関連しており，黒部)1扇状地農村の地域差の重要
な部分を表わしていると考えられる.
この報告の資料収集にあたって，黒部市役所，入善町役場，宇奈月町役場，朝日町役場の方々にお世話になっ
た.現地調査にあたっては，入善H汀農業協同組合，入善町酪農協同組合，富山県球根組合入善支所，入善町新屋
土地改良区，入善農業改良普及所の方々と入善町浦山新地i互の農家の皆様の御助力を得た.さらに，黒部)11扇状
地地域社会研究所の研究員の方々には多くの御教示をいただいた.製図は筑波大学地球科学系の宮坂和人と小崎
四郎の両技官に依頼した.統計資料の整理には筑波大学比較文化学類の秋本弘章と須山 総の両氏の手を煩わせ
た.なおこの報告作成にあたって昭和58・59年度文部省科学研究費補助金一般研究(B)i自立農業経営の形成と
農業地域の変化J (代表者 山本正三，課題番号58450069)による研究費の一部を使用した.以上を記して感謝
申しあげる.本稿は1984年12月の日本地理学会例会で発表した報告の一部に加筆修正したものである.
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Changing Rural Regions and Rural Communities in the 
K_urobe Alluvial Fan from 1970 to 1980 
Akira TABA YASHI and Satoru 1TOH 
The purpose of this pape1' is to cla1'ify the changing 1'ural 1'egions and rur‘al communities in the 
Ku1'obe alluvial fan during the slow economic g1'owth period f1'om the middle of the 1970s to the present. 
For喝 attainingthis pu1'pose， the case of Urayamashin in Nyuzen-machi was presented on the basis of 
our五eldsu1'vey ancl then al1 the rural communities on the fan ¥ヘ!ereexamined by factor ancl cluster anal崎
yses. The resu1ts obtained are summarized as follows: 
1. In Nyuzen-machi， the stable 0百:"farmemployment became an important part of the househo1d 
economy in this period when tempo1'al works and commuters increased in number. On the other hand， 
farming was rationalizecl and the yield of padcly rice increasecl clue to the enlargement of 1'arming scale， 
lancl impr勾ovementworks ancl mechanization 01' farming. The farming in Urayamashin 1'ollowecl this 
general pattern， whi1e in cletai1 such change was further characterizecl by the following three aspects. 
Fir司st1y，the lanclscape and land-use， the agricultural productivity， and the employment structure， which 
had changed rapiclly until the miclclle of the 1970s， began to be stabilizecl. Seconclly， clependence on 
farming declined part1y because 01' the increase in income fI、om0忠弘rm.worksフ andpart1y because of 
the decline of tulip cultivation， clairy farming and the acreage regulation of rice crop. Thircl1y， the farm 
aiming at the viab1e farming managem.ent， a1though small in number， appearecl. 
2. In order to clarify the overall changes in the Kurobe alluvia1 fan， the statistica1 data 01' 36 var-
iables for 206 rural comminities we1噌earranged into the 206 x 36 matrix fo1' each time pe1'iocl of 1970 
and 1980. These variables inclicated such factors as type of farm， farming labor， 0汀:"farmwork， scale 
of farming， 1and伺use，1ivestock， contract 01' rice crop， ancl farming implements. Factor analysis was ap-
plied to the 412 x 36 matrix which was p1'oclucted by combining the two mat1'ices of 1970 ancl 1980. 
Nine factors ¥へ!e1'eextl唱actecland inter‘pretecl as follows: the白I立 factor，depenclence on farming; the 
second factor， 1'ationalization of fa1'ming; the thi1'cl factor， kind of 0在二farmworks distinguishing self-
employment from employment by others; the fourth factor， kind of 0忠[armemployment inclicating 
whethe1' employed temporally or permanently; the fifth facto1'， land-use; the sixth factor， contract o[ 
rice C1'Op; the eighth [actor， [emale farming labor; ancl the ninth factor， cattle raising ancl dairy farming. 
3. The 412 x 36 1'actor score matrix was treated by cluster ana1ysis in o1'der to classify the rural 
communities. Consequently， four tぅ'pes，A-type， B-typeフC-typeand D-type， are found， where the degree 
01' U1‘banization decreases in the alphabetica1 order. Excepting D-type， each type was subdivided into 
three sub-types. The A-type was cha1'acterized by the 1east clependence on [arming， the delay 01' the 
rationalization of 1'armingヲ anclthe progress of the contract rice cropping. 1n both 1970 ancl 1980， the 
rUl叫 communitiesof A-type were distributecl near the built-up areas and a10ng the terrace escarpment. 
The B-type was characterized by the rationalization of farming ancl by a number of commuters from 
farms. This type 01' rura1 communities increased substantially 1'rom 14 in 1970 to 153 in 1980. This inω 
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crease was due to that many rural communities of C-type and D-type changed into B田typed uring the 
period. The C-type was characterized by the higher degree of dependence on farming and by the delay 
of rationaliation of farming， while the D幽typeshowed the highest dependence on farming and the pro-
gress of the rationalization of 如、ming，thus being the most rura1. Most of the rural communities of B-， 
C-and D-types were located in the center of the fan. 
4. Several distinctive features ，'¥'ere observed in the distribution patterns of the nine factorsう scores
and the types of rural communities. These features were the radiation from the apex of the fan， the great 
expanse in the center of the fan， the slender stretch from the apex to the coast across the right bank area， 
the extension along the terrace escarpments， the stretch along the coastalline， the di百erentiationbetween 
the right and left bank areas， the localization in the coastal region of the left bank area， and the con-
centration in the built-up areas. These findings should be close1y related to the natural condition， his-
torical background， socio-economic character‘istics， well indicating the important part of the regional 
difference of the rural communities In the Kurobe alluvial fan. 
